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 第１学年は、初めての体育大会を２週間
前に終わらせたばかりで、今月１日、２日
には、熊本県立天草青年の家にて、集団宿
泊教室を実施いたしました。 
 全員参加は叶いませんでしたが、参加し
た生徒たちは、最後まで元気に過ごすこと
ができました。 
 台風が近づいている中でしたが、計画し
ていたプログラムはほぼ予定どおり実施
することができました。 
 １日目は、メインイベントと言っても過
言ではない「ペーロン」（研修１）、そして
「クラフト（焼き杉）」（研修２）、「キャン
ドルの集い」（研修３）を、２日目は雨の
ため現地学習は実施できず、代わりに「天
草のお宝探検マップづくり」（研修４）を
実施しました。どれも、充実した内容の活
動で、日頃学校では体験できない学びがで
き、何より心から楽しんでいる姿が見られ
ました。 
 出発式で、テーマの「自他を伸ばす」た
めに、班での自分の役割を果たしてほしい
という話をしました。 
 次の日（３日）の解団式で子どもたちに
は話しましたが、私、松原が見たり感じた
りしたことを書きたいと思います。 
 あいさつは会う度気持ちよくしてくれ
ました。バスに乗るときも運転手さんにき
ちんとあいさつをしていました。行きのバ
スに乗るときに、運転手さんに荷物を預け
る場面がありましたが、その際、『当たり
前のようにただ渡すだけの人が多い』もの
ですが、今年の１年生は、ほとんどの人が
「お願いします。」「ありがとうございま
す。」を言えていました。
「実るほど頭（こうべ）を
垂れる稲穂かな」というこ
とではないでしょうか。 
青年の家の体育館で活

動をする際、靴の並べ方も
大変素晴らしかったです。 
他に、私の分のライフジ

ャケットを片付けてくれ
た人や夕飯の時にお茶を私に持ってきて
くれた人もいました。このように、思いや
りの行動を自然にできる人がいることが
素晴らしいし、それをみんなが認めている 

 ところも素晴らしいと思いました。 
 もちろん、５分前行動ができなかった
り、おしゃべりが止まなかったりして指導
を受ける場面もありました。しかし、２日
目の終わり頃には、「静かにして！」とい
うような呼びかけも増えました。翌日の解
団式で、体育館に集合したときはおしゃべ
りもなく、静かに待つことができました。 
 このように、「自他を伸ばす」というテ
ーマに沿った２日間を過ごし、成長して帰
ってきた１年生でした。この学びを生かし
て、１年生が活躍してくれることをご期待
いただきたいと思います。 
 
 
 
 ５月２８日（木）の６校時に、生徒総会
を開催しました。 
 稜南中学校「人権宣言」を唱和し、生徒
会テーマ、重点目標、活動目標・計画、令
和７年度の決算報告、令和８年度の予算案
などを議事で取り上げ、話し合いました。 
 各委員会のメインプロジェクトを見て
おりましたら、体育委員会が企画する「学
年交流スポーツ大会」や文化委員会が企画
する「棚の整理強化週間」が、新しい試み
として計画してあり、目を引きました。 
 校長あいさつの中で、「生徒会活動は、
“自ら考え、進んで行動する”自主的活動
であり、話し合いながら“学校生活をより
よく創り上げていく”自治的活動です。そ
して、それらを通してみんなは大きく成長
します。」ということを伝えましたが、ま
さに、それを体現しようとしているなと思
いました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 最後に、「稜南中がより良いものになる
よう」クイズ形式で、考えさせる工夫もし
ていました。今後も、みんなでいろんなア
イデアを出しながら、生徒会テーマの実現
に向けて邁進してほしいと思います。 
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               ５月３０日の式典で受付のボランティアに１１人が参加してくれまし

た。貴重な経験になったことと思います。ありがとうございました。 
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